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議 案 の 提 出 に つ い て 

議員提出第１１号議案 

 

新型コロナ感染者のために、臨時の医療施設の拡充を求める

意見書（案） 
 

 上記の議案を次のとおり､地方自治法第９９条及び会議規則第１３条の規定

により提出します。 



新型コロナ感染者のために、臨時の医療施設の拡充を求める

意見書（案） 
 

 

 新型コロナウイルス感染症の流行拡大で、感染したにもかかわらず、入院や宿

泊療養することができず、自宅療養を余儀なくされている方が大勢います。 

 しかし自宅療養では、容態急変時など必要な時に医療対応を受けることがで

きない可能性があるほか、食事をはじめとした日常生活において、大きな制約を

受けることになります。 

 国立市では、2021 年 8 月 31 日現在、91 人の方が自宅療養していますが、市

への相談の中には、血中酸素飽和度が 80％台となり、緊急搬送された事例もあ

りました。 

 他の自治体では、自宅療養中に亡くなる方がいるなど、命にかかわる状況が存

在しています。 

一人ひとりのかけがえのない命を守る取り組みがいま求められています。 

 新型インフルエンザ等対策特別措置法では、その第 31 条の 2 で、都道府県知

事は、当該都道府県の区域内において病院その他の医療機関が不足し、医療の提

供に支障が生ずると認める場合には、その都道府県行動計画で定めるところに

より、患者等に対する医療の提供を行うための施設を臨時に開設し医療を提供

しなければならないとしています。 

 よって、国立市議会は、東京都知事に対して、速やかに臨時の医療施設の拡充

を行い、一人ひとりに適した医療が行われるようにすることを求めます。 

 

以上、地方自治法第 99 条の規定により意⾒書を提出するものである。 
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